
「麦の穂」は障害者総合支援法により障害者に対し生活介護サービスを提供する事業所です。 

「共に社会をつくる」 
麦の穂 管理者 前田 博和 

2011 年 3月 11 日。私たちにとって忘れることのできない日になりました。東日本大震災が発生し、日本中

が大きな被害を受けました。多くの命が奪われ、街が壊れ、人々の暮らしが一変しました。この震災は、私たちの

社会にあるさまざまな課題を浮き彫りにしましたが、中でも特に深刻だったのが、障害のある方々の避難や生活再

建の難しさでした。 

震災時、多くの避難所は物理的にも、精神的にもバリアフリーになっておらず、車椅子を使う人や支援が必要な

人がスムーズに避難するのが難しい状況でした。また、視覚や聴覚に障害がある方々は、避難情報をすぐに得るこ

とができず、不安な時間を過ごした方も少なくありません。避難所にたどり着けたとしても、障害者向けの設備が

整っていなかったり、必要なサポートが行き届かなかったりと、多くの問題がありました。 

しかし、そんな中でも、障害当事者や支援団体が力を合わせ、避難所での支援や情報提供を行う動きが生まれま

した。この震災は、「障害のある人＝支援される側」ではなく、「共に社会をつくる大切な存在」だということを改

めて気づかせてくれた出来事でもあります。つらく苦しいことがクローズアップされる震災でしたが、いろいろな

ことを考え直すきっかけにもなりました。 

震災から 14年以上が経ち、復興は進みましたが、私たちはこの経験から何を学び、どう活かしていくべきでし

ょうか。災害はいつどこで起こるかわかりません。だからこそ、普段からの備えが大事です。私たち事業所ができ

ることはスムーズに避難所で過ごせるように普段の生活から集団生活のルールに適応したり、消防訓練を行うこと

でスムーズに避難ができるようになることが必要です。また、地域でのつながりを強め、いざという時に「助けて」

と言える関係を築くことも大切です。東日本大震災は、多くの人にとって忘れられない出来事です。この経験を無

駄にせず、障害のある人もない人も、誰もが安心して暮らせる社会を目指して、一緒に考え、行動していきましょ

う。2025年度もよろしくお願いいたします。 
スタッフブログが Facebook に変わりました ⇒ https://www.facebook.com/kenshokainet 

バレンタインデー！！＆ホワイトデー！！ 

2/14 にはバレンタインデ

ーおやつづくりを行いまし

た。①←今回はチョコレート

ケーキを作りました。麦の穂

ではおなじみになったバレ

ンタインのおやつは女性ご

利用者が作ってくれます。長

田さんは包丁を上手に使っ

てチョコレートを細かく削

ってくれました。②←「バレ

ンタインのプレゼントでい

ただくチョコレートケーキ

は格別でした。」と柴﨑さん。 

3/14 はバレンタインおや

つのお返しとして男性ご利

用者がホワイトデーにチョ

コレートバーを作りました。

③→染谷さんはチョコバー

の中に入れるアーモンドを

細かく叩きます。④→「男性

陣が一生懸命作ってくれた

おやつはとってもおいしか

ったです。」と鈴木さん。 
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感染症が流行っています。手洗いを励行しましょう！ 
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https://www.facebook.com/kenshokainet


 

洪水避難訓練実施！ 

麦の穂でほしいもの 

麦の穂の利用者と職員による寄稿文を掲載します。 第 187 回の寄稿文 

今回は利用者の中村雄一郎さんからの寄稿文です。 

こんにちは、中村雄一郎です。 

2020 年から麦の穂で過ごすようになったので、そろそろ 5 年目になります。初め

て麦の穂に見学に来たときは麦の穂のみんながとても元気出ビックリしたことを覚え

ています。みんなのあまりの元気さに仲良くなれるかなと心配していましたが、たくさ

んの人が声をかけてくれたり、トランプに誘ったりしてくれてすぐに仲良くなりました。 

麦の穂ではいろいろなところへ出かけるので、毎月とても楽しみにしています。その

中でも今年の 2 月に行った学校給食歴史館は小学生のときに食べた給食を思い出して

とても懐かしかったです。 

毎月11日に行くイオンモール羽生でのイエローレシートキャンペーンもとても楽し

みです。頑張ってレシート集めた後のランチは格別です。イオンモール羽生のフードコ

ートはいろいろなお店がたくさんあるのでいつもどのお店にしようか迷っちゃいます。

でもランチの後に絶対にドーナツを食べることは決めています。 

これからもいろいろなところへ出かけて楽しく過ごしたいと思います。これからみな

さんよろしくお願いします。 

学校給食歴史観！！＆防災学習センター！！ 

2/27 に学校給食歴史館

へ出掛けました。①←学

校給食歴史館は、学校給

食の貴重な資料や年代別

の学校給食のサンプルな

どが展示してあります。

ライブラリーコーナーで

懐かしい木製のいすや机

座って学校給食の歴史の

映像を見ました。②←学

校給食のサンプルの他に

も地域ごとの牛乳パック

なども展示してありまし

た。 

3/19 には防災学習セン

ターへ出掛けました。③

④→麦の穂では東日本大

震災を忘れないためにも

毎年この時期に防災学習

センターへ出掛けます。

震度7の地震体験や消火

体験などを行いました。 

 

 

リサイクル班より・・・アルミ缶回収行っています！！ご協力お願いいたします。 

その他にも・・・アンパンマンの絵本やおもちゃ（にじいろで使います。） 
 

御礼の部屋 いつもありがとうございます。 引き続きよろしくお願いいたします。 

●おやつ 加藤様、高元建設様●野菜苗、種 藤倉様、関口様●洗剤 増田様 

4 月スケジュール！ 

4/2（水）お花見 

4/11（金）イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン 

4/14（月）お楽しみ会 楽しい企画を検討中 

4/18（金）春のバーベキュー 

4/25（金）レク バウムクーヘンをつくろう！ 

過去の麦の穂通信をご覧になりたい方はこちらへ 
https://kenshokai.net 

健翔会ホームページから「麦の穂通信」をクリック 

（写真）写真ではクールで
すが、実はいろいろなこと
を楽しんでいる中村さんで
す。 
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洪水時の避難確保計画に基づく

避難訓練を行いました。地震や

火事は予測がつきませんが台風

などによる洪水は予測がつきま

す。車を使って避難場所である

見沼中学校まで避難しました。

スムーズに避難できました。 
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